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仁
和
寺
蔵
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
は
、
仁
和
寺
塔
中
蔵
第
七
函
に
現
蔵
の
資
料
で
あ
っ
て
、
現
在
は
、
建
立
蔓
陀
羅
次
第
と
共
に
、
こ
の

二
帖
が
包
紙
に
一
括
さ
れ
て
い
る
。
当
該
の
〓
子
頂
輪
王
儀
軌
音
義
は
、
院
政
期
の
書
写
加
点
と
認
め
ら
れ
る
粘
菓
装
一
帖
で
、
縦
一
八
・

六
糎
、
横
一
五
・
一
糎
で
、
料
紙
に
は
押
界
を
施
し
て
樟
交
り
斐
紙
（
染
紙
）
を
用
い
、
表
の
表
紙
に
は
紺
地
の
紙
原
表
紙
が
存
し
、
裏
表

紙
に
は
渋
引
の
紙
原
表
紙
が
存
す
る
。
外
題
は
、
金
泥
に
て
「
一
字
儀
軌
音
義
次
第
」
と
あ
っ
て
、
内
題
に
「
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音

義
」
と
あ
る
。
尾
蔦
は
な
く
、
奥
書
に
は
、
別
筆
の
「
心
蓮
院
（
重
書
）
」
が
存
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
書
写
加
点
に
関
す
る
も
の
は
な
い
。

内
題
下
に
は
「
心
蓮
院
」
の
単
廓
朱
印
が
、
そ
の
左
寄
り
に
「
仁
和
寺
／
心
蓮
院
」
の
複
廓
の
朱
印
が
押
捺
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ

の
二
個
の
朱
印
が
押
さ
れ
た
頃
か
ら
は
仁
和
寺
心
蓮
院
に
伝
来
の
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
、
第
五
丁
裏
の
料
紙
右
下

に
、
印
文
が
判
読
で
き
な
い
が
、
方
形
黒
印
の
半
分
と
賢
し
き
割
印
が
存
す
る
。

料
紙
は
、
一
律
で
は
な
く
、
第
二
丁
よ
り
の
三
紙
ほ
ど
は
他
に
比
べ
て
樺
の
強
い
、
色
調
の
淡
い
染
紙
を
用
い
て
お
り
、
音
義
部
分
に
当

た
る
部
分
を
狭
み
込
ん
だ
形
と
な
っ
て
い
る
。
翻
刻
第
四
丁
裏
と
第
五
丁
表
に
当
た
る
部
分
は
、
本
来
は
糊
付
け
さ
れ
て
い
た
も
の
ら
し
く
、

第
五
丁
表
の
糊
代
に
当
た
る
部
分
に
は
、
半
行
文
の
本
文
が
存
し
、
ま
た
第
五
丁
表
は
各
行
頭
に
庵
点
を
付
し
て
、
本
文
の
抹
消
を
示
し
て

い
る
。
恐
ら
く
、
本
来
は
、
同
一
の
料
紙
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
本
文
が
存
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
の
音
義
部

分
を
書
き
改
め
て
、
本
来
の
音
義
部
分
を
取
り
除
き
、
そ
こ
に
挿
入
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
操
作
は
、
本
来
の
音
義
が
「
形

服
」
の
項
目
で
終
わ
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
挿
入
さ
れ
た
も
の
は
、
「
特
進
」
以
下
の
項
目
の
存
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
音
義
部
分
の

異
同
が
、
改
変
の
起
因
と
な
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
挿
入
さ
れ
た
本
文
は
、
他
の
部
分
と
同
筆
で
あ
っ
て
、
書
写
同
一
人
の
手
に
よ
っ

て
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
書
風
や
後
に
掲
げ
た
片
仮
名
字
体
等
か
ら
、
院
政
期
の
書
写
加
点
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
認

め
ら
れ
る
。

本
文
は
、
表
紙
見
返
か
ら
始
ま
り
、
粘
葉
装
の
装
丁
に
し
た
が
っ
て
、
糊
代
部
分
も
書
写
可
能
な
所
に
は
一
行
分
の
本
文
が
存
す
る
。

本
文
に
は
、
朱
点
と
白
点
と
の
二
種
類
の
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
何
れ
も
ヲ
コ
ト
点
に
は
喜
多
院
点
を
用
い
て
い
る
。
ヲ
コ
ト
点
と

仁
和
寺
蔵
二
子
頂
輪
王
儀
軌
音
義
院
政
期
写
本
　
影
印
並
び
に
翻
刻
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片
仮
名
字
体
を
帰
納
し
た
も
の
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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ヲ
コ
ト
点
図

（
白
鳥
）

訓
点
は
、
抹
消
さ
れ
た
旧
本
文
で
あ
る
第
五
丁
表
の
音
義
部
分
に
、
朱
点
の
み
が
施
さ
れ
て
白
点
が
な
く
、
又
逆
に
、
後
に
差
し
替
え
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
第
二
丁
か
ら
第
四
丁
に
わ
た
っ
て
は
、
白
点
の
み
の
加
点
で
、
朱
点
が
存
し
な
い
こ
と
か
ら
、
本
音
義
が
一
度
書
写
さ
れ

た
段
階
で
、
全
体
に
朱
点
が
加
え
ら
れ
、
後
に
音
義
部
分
が
書
き
改
め
ら
れ
て
差
し
替
え
ら
れ
、
新
た
に
本
文
が
完
成
さ
れ
た
段
階
で
白
点

が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

現
在
知
ら
れ
て
い
る
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
の
写
本
は
、
何
れ
も
鎌
倉
時
代
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
当
該
の
院
政
期
の

資
料
は
重
要
な
伝
本
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
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翻
刻
本
文
凡
例

一
、
本
文
は
、
仁
和
寺
塔
中
蔵
第
七
箱
所
蔵
の
金
剛
頂
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
院
政
期
写
本
の
全
文
の
翻
刻
で
あ
る
。

一
、
行
取
は
原
本
に
従
い
、
（
一
オ
）
、
（
一
ウ
）
で
丁
数
と
表
裏
の
別
を
示
し
た
。

二
漢
字
字
体
は
、
通
行
旧
字
体
に
従
っ
て
翻
字
す
る
の
を
原
則
と
し
た
。

一
、
原
本
に
は
、
朱
と
白
と
の
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
ヲ
コ
ト
点
は
平
仮
名
で
、
仮
名
は
片
仮
名
で
示
し
、
又
、
句
点
は
「
。
」
で
、

読
点
は
「
」
で
、
反
点
は
「
．
」
で
示
し
た
。
又
、
白
点
に
つ
い
て
は
「
　
」
に
包
ん
で
朱
点
と
区
別
し
た
。

一
、
翻
刻
上
の
注
に
つ
い
て
は
、
翻
刻
本
文
当
該
の
箇
所
に
「
＊
」
を
付
し
て
、
後
に
一
括
し
て
掲
げ
た
。
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